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え た。

　 平均気 温 ， 年間降水量，不 照 B 数は 直接 の 関係 が

な い よ うに 思 われ る が ，
5 ・6 月降水量は捕獲数 の

変動 とか な り よ く
一

致 す る。こ れ は 雨が 多い と産児

が 胎膜を破 りや す い た め といわれ る。しか しな お検

討す べ き点 もあ る。最大積雪量 は福知 山 と 豊岡で 差

が あ る だ けで な く，傾向が一致し な い 。 イ ノ シ シ 捕

獲数 とは 豊岡 に おけ る 観測植の 変動が一致す る。雪

日数 は 関係 が な い が，豊岡 に お け る 20　cm 以 上 の

積雪 日数 は 捕獲数 の 変動 とよ く
一

致す る 。
こ れ は但

馬 ・丹後地域 の 狩猟 が 跡 つ け に よ っ て い る こ と ， 雪

に よ る イ ノ シ シ の 活動 力の 低 下などに関 係 し て い

る 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
’

長崎県 の ア カ ネズ ミ

　　　　　　　　　　兼松仁郎

（長崎造船大学工 学部生物学教室）

　長崎県低地 で は ア カ ネ ズ ミが 最 優 占小 型哺乳類で

あ る が，高地 で は ヒ メ ネ ズ ミ ・ヒ ミ ズ が こ れ を 凌

ぎ ， ス ミス ネ ズ ミ も現れ る。殊 に 多良岳自然林 で は

ヒ メ ネ ズ ミ が 圧倒的 で
，

ア カ ネ ズ ミ は極めて 少数で

あ る 。 ア カ ネ ズ ミの 繁殖期は，長崎市低地 で は 11月

か ら翌 5 ・6 月頃ま で で ， 五 島で は こ れ よ り少 し早

く， 逆 に雲仙 で は 少し遅れ て い る ようで あ る。

　 ア カ ネ ズ ミ の 頭 胴長 ・頭骨基底全 長 な ど外部及 び

頭骨各部計測値を統計処 理 した結 果， dead　 centre

と い われ る 臼 歯列間幅を 含む頭骨諸 部 位 で は ， 終生

成長す る頭胴長 な ど や ， 成長が 早 く停止 す る 耳長 ・

上 臼 歯列長 な ど とは多少異な っ た 生 後成 長 を 認 め

た 。ま た ，長崎市低 地 産 の もの と 五 島産の もの と の

間 に は，い わ ゆ る気質的 な 相違が明瞭 に み られ る の

に ， 各部位 の 大 きさと成長 で は差は ほ とん ど 認 め ら

れ ず，雲仙産 の もの に 比 べ て と もに一
様 に 大型 で あ

り，従 っ て ， 長崎市低地産 ア カ ネ ズ ミを も離島型 と

して よ い
一

面 も認 め ら れ た 。

太 田川下流 の 潮間帯に着生する生物の 分 布 に つ い て

新Jl［英 明 （広 島女子 大 学）

　太 田 川下流 の 潮間帯生物を調査 し，次 の 結果を得

た 。

　 L 　 潮間帯生物 は ， 上流 か ら次 の 順 に 出現し，そ

．れそ れ卞流 に むか っ て 分布 して い る。す な わ ち ，
U

メ カ ノ コ ガ イ ， カ ワ ザ ソ シ ョ ウ ガ ／，シ ロ ス ジ フ ジ

ツ ボ ，
Enteromorpha

，
　 Scenedesms

，
　 s ガ キ ，

フ ト

ヘ ナ タ リ，コ ガ モ ガ イ ，
ヒ メ ウ ズ ラ タ マ キ ビ，ウ ミ

ニ ナ
， タ マ キ ビ で ある 。

　 2．　 ヒ メ カ ノ コ ガ イ，カ ワ ザ ン シ
ョ ウ ガ イ は 猿猴

川 で 観察で きな か った。他 の 5 つ の 川 で も， 部分的

に 生息 して い な い と こ ろ が多い。ま た ， ウ ミ 昌 ナ と

は，ほ とん ど共 存して い な い
。

　3． マ ガ キ の 分布状態 は ，
1958 年当時 に 比較 し

て ほ と ん ど 変 っ て い な い e
’
しか し一般に 成育状態 が

悪 く， 付着密度 も低い
。 そ れは特 に 猿猴川 に お い て

著 しい 。

　4． 川 口 近 くに お い て ，
フ ト ヘ ナ タ リ は 中層 に ，

ウ ミ S ナ は 下層 に 生息 して い る 。

カ ラ マ ツ ガ イ SiphOimria 　jα po π 紀 α の生殖｛こつ

い て

澄川精吾 （福岡女子大学生物学教室）

　 SiPhonaria ゴaPonica の 生殖 に つ い て は ， 安翻

（
’40） が 浅 虫で 5 月〜 7 月 に産卵を 見 て い る だけ で

1年を 通 じて の 生殖活動 は余り知 られ て い な か っ

た a1968 年 2 月 よ り福岡市効外志賀島の 材料 で ，

・v 。testis
，　 hermaphr・ditic　 duct

，
　 spermoviduct ，

fertillzation　 pOuch ，　 spermatheca に つ い て の 周年

の 組織 切 片 よ り次 の 事を知る こ とが 出来 た 。

　  　genital　ductは 3．穉 sρ∫46 （Marcus ，
’60） と

同 じ く spermoviduct 　1 本 で あ る 。  sperrnatoge −

mesis の 開始 は 9 月で ．　 oogenesis は 12 月 に は じ

ま る。   最 も ovetesti3 が 肥 大す る の は 2 ，3 月

で あ る。  rnating は数 回行わ れ 3 月〜 5 月が盛
ん で ，交換 した sperm は tai1 をつ けた まま 受 精

室 に達する。  受精室 は普逎 1 コ の 盲 の う で あ

り，そ の 入 口 で は hermaphroditlc　 duct か らの 通

路 と sperrnOviduct か らの 通路 とが交叉 し ， そ の 間

に 隔壁 が 見 られ る 。 こ の し くみ に よ り自分 の sperms

と 交換 し た spems との 使 い 分けが行わ れ る と推定

さ れ る 。   　産卵は 5 月が盛 ん で 6 月 に 終 る。
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